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令和７年度サーキュラー・エコノミーの実現に

向けた社会実装化事業実施報告書 

―次世代回収ボックスの製造及び設置による廃油リサイクルバイオ燃料創出事業推進― 
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１.事業背景 

株式会社アイネックスは “Live with the Earth” を Vision に掲げ、祖業である建築

業・不動産業に加え、2025 年より本格的に環境事業へ参入している企業です。 

環境事業の一環として、家庭から排出される使用済み食用油の焼却処理削減を目指し、

GHG 排出削減およびカーボンニュートラルの実現に寄与する取り組みを推進していま

す。 

本事業では、家庭由来廃食用油の回収スキームを整備し、市民が参加しやすい資源循環モ

デルの構築に向けた検討を実施しました。 

 

２．目的と実施体制 

【目的】 

本事業は、再生エネルギー政策の一環として、IoT 連携型の次世代廃油回収ボックスの導

入可能性を検証し、都内小売店等への設置モデルを構築することを目的としました。 

具体的には、 

・QR 認証による開閉機能 

・満量時自動ロック機能 

・各種センサー搭載 

・遠隔監視機能 

・ポイント還元システム 

などを備えた安全性・利便性・運用効率を重視した設計コンセプトの策定を行いました。 

また、回収した廃食用油を空運・陸運等で活用されるバイオ燃料へリサイクルする循環モ

デルの構築に向け、関係事業者との協議を実施しました。 
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【実施体制】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロジェクト実施者名 役割 業務の範囲

全国油脂事業協同組合連合会 共同実施主

・廃油回収事業者調整

・データプラットフォーム提供

・コミュニティ運営

株式会社アイネックス
共同実施主

廃食用油回収

・廃油回収業務

・プロジェクトマネジメント

・スポークスマン機能

・自治体対応

・新規回収スポット調整

株式会社エコクリエイティブ 専門家コンサル
・廃油回収施策の企画、推進

・データ分析、可視化

株式会社アイネックス 

全国油脂事業協同組合連合会 株式会社エコクリエイティブ 
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【廃油回収ボックスの仕様】 
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【当初スケジュール】 
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３.取り組み内容 

当初構想していた IoT 機能の実装に向け、製造事業者との詳細協議を実施しました。 

検討の過程で、上記設計コンセプトを実現するためには下記 5 点の論点があることが整

理されました。 

・回収量上限設定の必要性 

・満量時の自動通知機能 

・満量時の自動ロック機能 

・安全対策強化 

・モニター接続方式および映像配信方法の技術的制約 

これらを踏まえ、要求性能と設置条件の両立を図るため、仕様の再整理および設計見直し

を実施することといたしました。 

特に、満了時の自動通知機能を油量で行うのか、もしくはペットボトルまで含めた重量で

行うのか、や自動ロック機能はどの水準とするのか感等については補助事業期間内で十

分な詰めを行うことができず、顧客である小売店が求める安全対策についても検討を行

うことが途上となってしまいました。 
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【試作仕様】 
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４.課題と今後の展開 

本事業期間における検討を通じ、IoT 機能を備えた廃油回収ボックスの実装にあたって

は、安全性・利便性・運用効率の三要素を十分に両立させることが事業展開を行うファク

ターであると考えています。 

特に、下記が今後の重要な検討課題であると整理しております。 

・満量時制御を含む安全設計の具体化 

・設置環境に応じた仕様調整 

・利用者および管理者双方に過度な負担が生じない運用設計 

一方で、製造事業者との協議を通じ、製造事業者内既存システムとの連携や当社内で

API 連携して管理する手法については対応可能と認識しており、専門家も交えた議論を

行っていく必要があると考えております。 

今後は、仕様の最終確定を行った上で回収ボックスの製作を進め、試作品として投入する

など段階的な実証を実施していきます。その結果を踏まえ、設置先および利用者双方にと

って安心して利用できる水準を確保したうえで、導入拡大を目指します。 

今回の検証により、社会実装に向けた技術的基盤の基礎が形成されたことは、本事業の

重要な成果であると考えており、本事業で得られた技術的知見を基盤とし、都内における

持続可能な廃食用油回収モデルの構築に引き続き取り組んでまいります。 

 

以上 


